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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

　
　
　【女
性
部
】

Ｊ
Ａ
道
南
女
性
協
ア
グ
リ
ミ
セ
ス
セ
ミ
ナ
ー

【
木
古
内
】

　J
A
道
南
地
区
女
性
協
議
会
は
2
月
5
日
、
檜

山
管
内
今
金
町
で
J
A
道
南
女
性
協
ア
グ
リ
ミ
セ
ス

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
フ
レ
ミ
ズ
会
員
や
関
係
者
ら
３０

人
が
参
加
し
た
。

　ホ
ク
レ
ン
函
館
支
所
の
菅
野
技
師
補
ら
を
講
師

に
、
農
作
業
安
全
に
つ
い
て
現
状
や
事
故
の
事
例
な

ど
の
講
義
を
受
け
た
。

　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
自
身
の
事
故
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
の
経
験
を
共
有
し
、
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
リ
ス
ク

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
表
を
作
成
し
た
。

　参
加
者
は
「
普
段
か
ら
安
全
に
は
十
分
気
を
付

け
て
い
る
つ
も
り
だ
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
別
の

視
点
で
の
危
険
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

話
す
。

農作業安全についてグループワークを行う女性部員

お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
工
夫
展

　木
古
内
地
区
女
性
部
は
１
月
３０
日
「
第
２
回
お

か
あ
ち
ゃ
ん
の
工
夫
展
」
を
木
古
内
町
中
央
公
民

館
で
開
い
た
。
女
性
部
員
１６
人
の
他
、
木
古
内
町
の

鈴
木
町
長
や
Ｊ
Ａ
の
横
道
組
合
長
ら
審
査
員
１８
人

が
参
加
し
た
。

　同
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
「
は
こ
だ
て
和
牛
料
理

の
部
」
や
「
乳
製
品
料
理
の
部
」
な
ど
の
６
部
門
に

計
１
０
５
点
が
出
品
さ
れ
た
。
審
査
員
は
試
食
な

ど
を
行
い
味
や
出
来
栄
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
な
ど
を

部
門
別
に
採
点
し
た
。

　森
永
部
長
は
「
部
員
が
一
生
懸
命
つ
く
っ
た
も
の

を
レ
ベル
が
高
い
と
褒
め
て
い
た
だ
き
、
誇
ら
し
く
思

う
。
今
後
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
た
い
」
と

話
し
た
。

料理の採点を行う審査員

㈲
高
橋
畜
産「
Ｃ
Ｍ
農
場
総
合

　生
産
成
績
最
優
秀
賞
」受
賞

　1
月
22
日
、
東
京
都
内
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
に

て一
般
社
団
法
人
日
本
S
P
F
豚
協
会
主
催
に
よ
る

令
和
6
年
度
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

同
協
会
に
は
一
貫
経
営
農
場
と
し
て
全
国
よ
り
91
農

場
が
加
入
し
て
お
り
、
当
日
は
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
約
９０
名
が
参

加
し
た
。

　2
0
2
3
年
度
の
Ｃ
Ｍ
認
定
農
場
生
産
成
績
年

次
報
告
後
に
生
産
成
績
優
秀
Ｃ
Ｍ
農
場
表
彰
が
行

わ
れ
、
総
合
生
産
成
績
部
門
に
お
い
て
「
C
M
農
場

総
合
生
産
成
績
最
優
秀
賞
」
※１
を
㈲
高
橋
畜
産
が

受
賞
し
た
。

※
１
総
合
生
産
成
績
指
数
が
3
年
連
続
し
て
上
位
25
%
に
位
置
し
、

か
つ
A
薬
品
費
の
金
額
が
基
準
値
2
8
6
円
以
下
の
農
場
を
対

象
と
し
、 

3
年
間
の
平
均
値
が
最
高
の
農
場
を
「
総
合
生
産
成

績
最
優
秀
農
場
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

表彰を受ける代表取締役髙橋さん（右）

良
質
リ
ン
ゴへ
春
に
備
え
剪
定

【
七
飯
】

【
せ
た
な
】

　七
飯
営
農
セ
ン
タ
ー
の
同
町
果
樹
組
合
は
1
月
下

旬
、
春
に
備
え
剪
定
な
ど
を
学
ぶ
果
樹
学
校
を
開
い

た
。
生
産
者
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
J
A
担
当
者
ら
32

人
が
参
加
。
青
森
県
り
ん
ご
協
会
の
工
藤
技
師
を
講

師
に
招
き
、
リ
ン
ゴ
の
剪
定
講
習
会
を
実
施
。
青
森

県
の
リ
ン
ゴ
の
現
状
と
課
題
も
学
ん
だ
。

　宮
後
果
樹
組
合
長
は
「
実
技
で
は
枝
を
あ
ま
り
落

と
さ
ず
、
こ
れ
で
終
了
な
の
か
と
い
う
印
象
を
受
け

た
が
、
参
加
者
か
ら
は
す
っ
き
り
し
た
と
の
声
が
あ
っ

た
。
日
当
た
り
の
良
い
枝
と
そ
う
で
な
い
枝
の
色
が

違
う
こ
と
や
、
太
い
枝
と
細
い
枝
の
関
係
な
ど
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
」
と
語
っ
た
。

剪定の指導をする工藤技師（右）

3

﹃
時
間
を
有
効
的
に

活
用
す
る
た
め
に
﹄

北斗地区

吉田　卓司さん （41）
よしだ　たくし

取扱品目：ハウスネギ80a
　　　　 露地ネギ390a／ほうれん草30a

―

就
農
し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
大
野
農
業
高
校
を
卒
業
後
︑
２
年
間
社
会
人
を
経
験
し
︑
２２
歳
の
時
に
叔
父
の
も
と

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
こ
と
が
就
農
の
き
っ
か
け
で
し
た
︒
経
営
主
と
な
っ
た
の
は

２９
歳
の
時
で
し
た
︒

―

苦
労
し
た
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
学
生
時
代
に
少
し
だ
け
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
の
農
作
業
経
験
し
か
な

か
っ
た
た
め
︑
就
農
当
時
は
農
業
の
知
識
や
農
機
具
の
使
い
方
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
︑
言
わ
れ
た
こ
と
を
こ
な
し
て
い
く
の
に
精
一
杯
の
毎
日
で
し
た
︒

　
現
在
は
︑
効
率
よ
く
作
業
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
︑
人
を
雇
う
立
場
と

な
り
雇
用
手
続
き
な
ど
の
事
務
作
業
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
︒

―

雇
用
体
制
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
現
在
︑
特
定
技
能
実
習
生
を
活
用
し
て
お
り
︑
教
え
る
際
に
は
ス
ピ
ー
ド
も
重
要
で

す
が
︑
丁
寧
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
い
つ
で
も
確
認
が
で

き
る
よ
う
作
業
指
導
の
様
子
を
動
画
で
撮
影
し
て
も
ら
い
︑
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
連
絡
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
︒

―

や
り
が
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
稼
ぐ
こ
と
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
私
の
や
り

が
い
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
︒
し
っ
か
り
稼
い
で
そ

の
分
ま
た
農
機
な
ど
の
設
備
へ
投
資
し
︑
効
率
よ

く
仕
事
が
は
か
ど
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
︒

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
今
後
も
前
向
き
に
設
備
投
資
を
行
い
︑
利
益
や

資
金
を
確
保
し
︑
時
間
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
︑

よ
り
効
率
的
な
営
農
を
し
て
い
き
た
い
で
す
︒

実習生たちとポーズをとる吉田さん（右か
ら3人目）
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水稲のホールクロップサイレージの生産と利用【農業改良普及センター活動事例：広域畜産】

稲ＷＣＳの収穫作業

（１） 稲ＷＣＳの栽培状況

１ 稲ＷＣＳの生産拡大

２ 生産状況と利用について

３ 今後に向けて

　普及センターでは令和５年より、水田で生産される水稲
のホールクロップサイレージ（以下：稲ＷＣＳ）を新たな
地域資源の自給粗飼料として、畜産経営で活用できるよう
木古内町の複合経営農家を中心に支援を行っています。

　水田活用の作物として稲ＷＣＳが注目されており、木古
内町では、令和６年に作付け農家が７戸に増え、面積も増
加しています(図１)。利用農家は、褐毛和種の繁殖・肥育
農家や酪農家で粗飼料として給与されています。

　令和６年度は、乾田直播の面積が拡大しました。乾田直
播により、育苗や代掻き等が無く作業は軽減されました。
しかし、入水管理や除草剤処理が上手くいかず雑草が多
くなったほ場も見受けられました。
　収穫作業に向けて、６月下旬から7月上旬に水田の水を
切り、ほ場の乾燥化を図ります。
　収穫作業は、８月中旬から下旬頃に行われます。特に水
分の残るほ場は専用の機械で収穫する場合もあります
が、多くのほ場で、牧草の機械を使用して収穫が行われま
した。

（２） 家畜への給与状況
　ロールパックサイレージは収穫後約２ヵ月ほど
経ってから乳牛や肉牛に給与されます。
　嗜好性は高く良く食べますが、収穫時期や収穫方
法により栄養価は異なるので（図2）飼料分析を行い
ましょう。
　給与している酪農家や肉牛農家では、乳量や発育
を確保するために、乾牧草等と合わせての給与をし
ています。
　肥育牛について、前年度から試験給与を行い、肉質
等にも問題なく給与できることが確認されました。

　ここ２年は好天に恵まれ生産量が確保されまし
たが、安定した収量品質確保に向けた栽培技術の励
行を図りましょう。
　飼料分析の事例が少ないため、栄養価の確認と家
畜のモニタリングが必要です。

渡島農業改良普及センター

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！
グリーンタイムがホームページで閲覧できるようになりました

▲

5

稲ＷＣＳと主な飼料成分
ＣＰ 粗脂肪

粗タンパク：
牧草より低い

ＴＤＮ：稲わらよ
り高く、給与しす
ぎると太る

NDF：消化性は牧草よ
り劣るが物理生は高い

ＮＤＦ 灰分 ＴＤＮ
稲ＷＣＳ　乳熟期
稲ＷＣＳ　糊熟期
稲ＷＣＳ　黄熟期

7.3
6.4
5.8

2.6
2.4
2.4

59.6
55.9
48.3

16.6
16.6
14.6

50.3
53.2
54.0

8.0
8.1
4.1

3.0
2.3
1.6

47.7
66.8
48.6

6.1
7.1
13.4

66.4
62.8
33.0

とうもろこしサイレーシ
チモシー乾草
稲わら

※日本標準試料成分表

稲ＷＣＳ栽培と利用のポイント
１．栽培管理

２．稲の収穫作業

【収穫機械別のポイント】

〔育苗移植栽培〕
メリット
・うるち米同様の育苗管理
・苗立本数が確保できる
・移植後の雑草防除がしやすい
注意点
・育苗施設と育苗資材が必要
・一般の移植作業と競合する

〔乾田直播栽培〕
メリット
・育苗管理が必要ない
・一般の田植え前には種作業が行える
・既存の機械を利用できる
注意点
・は種前のほ場の均平・鎮圧が重要
・早めのは種で出芽までの期間を確保
・出芽前に土壌処理剤により雑草防除
・出芽時の水管理が難しい

※稲ＷＣＳでは、既存の機械が利用できたり、広いほ場での作業が可
　能なため乾田直播が増えています

　収穫のため冷害危険期の深水管理は行わず6月下旬から水田の水切りを行い、ほ場の乾燥を図り作業機械が入
れるようにします。

３．家畜への給与のポイント
　収穫時の土砂の混入や収穫時期の遅れにより
品質、栄養価が変動するので給与時は、必ず飼料
分析を行いモニタリングをしながら給与してく
ださい。
　稲ＷＣＳは、粗タンパク質（ＣＰ）が低いため、
必要に応じて大豆粕等でＣＰを補給します。
　嗜好性は高いですが、イネ科牧草に比べＮＤ
Ｆ含量率が低く、消化率は低いため、給与量に
よっては乾物摂取量を抑制する原因となるので
牧草と合わせて給与してください。
　近年カビ毒の危険性が指摘されており、管理
不全等で不良発酵した物の給与は控えましょ
う。

　収穫後は、牛に給与できるようになるまで45日以上発酵期間を必要とするため保管場所の確保が必要です。
（ネズミやカラスによる食害事例がある）

収穫機械

稲ＷＣＳ
専用収穫機械 湿地状態でも可能 糊熟期～黄熟期

立毛状態で収穫・
裁断・ロールまで
１台で行う

牧草同様に刈取後
予乾・ロールにす
る

トラクター等が入
れるくらいに乾燥
が必要

８月中旬～９上旬
遅くなると籾の脱
粒が多くなる

・高めに刈り取り土砂の混
　入を防ぐ
・発酵促進のため稲ＷＣ Ｓ
　用乳酸菌の添加とラッピ
　ングを行う

牧草収穫機械
モアコン等
ロールベーラー

収穫方法 ほ場状態 収穫時期 共通事項

渡島農業改良普及センターのホームページ http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0138-77-8242 4



◇

　6
年
産
加
工
用
米
は
系
統
を
通
じ
取

引
販
売
価
格
を
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
要

請
中
で
、
交
付
金
に
つ
い
て
も
各
会
議

体
等
を
通
じ
国
に
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　12
月
下
旬
に
追
加
精
算
（
主
食
米
・

加
工
米
）
を
検
討
中
で
す
。

◇

　課
内
の
業
務
分
掌
を
見
直
し
検
討
い

た
し
ま
す
。

◇

　ホ
ク
レ
ン
に
は
購
買
者
を
集
め
て
頂

く
よ
う
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　活
用
し
や
す
い
補
助
事
業
へ
の
見
直

し
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　酪
農
生
産
部
会
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　現
状
の
乳
価
は
適
正
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
交
渉
に
つ
い
て
要
請
し
て
お
り
ま

す
。

◇

　業
務
調
整
を
行
い
巡
回
を
徹
底
い
た

し
ま
す
。

◇

　後
継
者
の
育
成
等
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇

　地
区
役
員
、
各
生
産
組
織
、
組
合
員

の
理
解
を
得
る
た
め
関
係
会
議
を
開
催

す
る
な
ど
、
理
解
浸
透
に
向
け
よ
く
話

し
合
い
を
行
い
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇

　ご
指
摘
は
重
々
受
け
止
め
色
々
な
形

を
駆
使
し
な
が
ら
、
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

き
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　理
事
会
、
営
農
販
売
経
済
委
員
会
へ

随
時
報
告
し
取
り
進
め
確
認
を
し
て
お

り
、
建
物
は
北
斗
市
、
機
械
設
備
は
農

協
の
事
業
主
体
で
補
助
事
業
申
請
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
共
選
機
移

設
先
の
建
物
は
、
現
在
よ
り
も
狭
く
な

り
ま
す
が
、
内
部
を
フ
ル
活
用
（
中
2

階
構
造
）
し
荷
受
け
、
選
別
設
備
を
工

夫
し
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
計
画

で
す
。

◇

　補
助
事
業
の
申
請
か
ら
採
択
に
係
る

時
期
変
更
等
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
原

則
、
共
選
施
設
の
修
繕
費
は
利
用
す
る

生
産
者
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
9
年
6
月
稼
働
に
向
け
し
っ
か
り

と
取
り
進
め
ま
す
。

◇

　（意
見
）

◇

　全
道
ホ
ク
レ
ン
概
算
金
の
仕
組
み
が

数
回
協
議
さ
れ
、
6
年
度
は
J
A
内
部

決
定
に
も
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
J

A
と
し
て
は
最
大
限
概
算
払
い
単
価
を

設
定
し
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
商
系
を

上
回
る
最
終
精
算
払
い
が
で
き
る
よ
う

販
売
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　系
統
を
通
じ
て
設
計
を
進
め
て
お
り
、

施
設
設
備
増
強
の
概
算
見
積
14
億
円
、

低
温
倉
庫
新
設
14
億
円
前
後
と
な
り
、

国
の
補
助
事
業
の
活
用
が
必
須
で
す
。

設
備
増
強
補
助
残
は
利
用
料
で
償
還
す

る
計
画
で
今
後
は
再
編
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
説
明
・
検
討
を
慎
重
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　…
質
問
・
意
見

　◇
…
回
答

◇

　営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
4
つ

の
柱
に
な
っ
て
お
り
「
①
生
産
履
歴
シ

ス
テ
ム
」「
②
組
合
員
経
営
サ
ポ
ー
ト
」

「
③
営
農
情
報
サ
ー
ビ
ス
」「
④
ホ
ク
レ

ン
G
I
S
」
と
な
り
ま
す
。

　
　組
合
員
が
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
は

①
〜
③
と
な
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も

講
じ
て
お
り
ま
す
。
利
用
方
法
等
は
営

農
セ
ン
タ
ー
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇

　す
べ
て
の
機
能
を
無
料
で
使
用
で
き

ま
す
。

◇

　対
象
機
器
は
P
C
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
が
使
用
可
能
。
機
器
を
有
し
て
い

な
い
方
な
ど
は
紙
ベ
ー
ス
で
の
対
応
を

考
え
て
い
ま
す
。

◇

　取
り
ま
と
め
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
代
の
流
れ
も
あ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

が
進
む
と
考
え
ま
す
。

◇

　始
め
に
Ｊ
Ａ
へ
農
産
物
を
出
荷
し
て

い
る
方
を
優
先
に
考
え
て
お
り
、
シ
ス

テ
ム
完
成
形
ま
で
数
年
を
要
す
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
水
稲
か
ら
整

備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　現
状
シ
ス
テ
ム
の
閲
覧
可
能
内
容
に

加
え
て
、
精
算
書
等
の
閲
覧
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

◇

　組
合
員
デ
ー
タ
照
会
と
は
別
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
り
、
ク
ミ
カ
ン
報
告
票
等

を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
取
組
み
に
な

り
ま
す
。

◇

　過
去
2
年
間
さ
か
の
ぼ
る
事
が
で
き

ま
す
。
J
A
が
登
録
す
る
こ
と
で
営
農

計
画
書
も
閲
覧
可
能
で
す
。

◇

　畜
産
関
係
は
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
難

し
い
部
分
が
多
い
で
す
が
、
酪
農
畜
産

の
取
扱
い
も
多
い
事
か
ら
出
来
る
限
り

組
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　当
農
協
の
配
当
１
％
は
全
道
の
農
協

の
中
で
も
高
い
方
で
、
現
在
は
出
資
配

当
が
無
い
、
率
を
下
げ
て
い
る
等
の
農

協
も
あ
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　構
想
は
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
決

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◇

　施
設
使
用
料
（
仮
称
）
と
し
て
共
選

料
を
財
源
に
支
払
い
す
る
仕
組
み
で
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
は
北
斗
市

だ
け
で
な
く
今
後
、
出
荷
地
区
の
自
治

体
へ
助
成
要
請
を
し
な
が
ら
生
産
者
負

担
の
軽
減
努
力
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　地
区
、
組
合
員
個
々
の
経
営
を
考
え

販
売
し
て
ま
い
り
ま
す
。
期
待
に
添
え

る
よ
う
人
員
配
置
等
対
策
を
考
え
て
い

◇

　肥
料
価
格
動
向
は
、
為
替
相
場
等
が

大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
急
騰
は
な
い

も
の
の
若
干
の
値
上
げ
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

◇

　現
行
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
様
式
に

す
る
か
は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

◇

　ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
営

農
コ
ー
ド
の
割
付
が
で
き
な
い
状
態
で

す
。
信
連
の
各
会
議
体
で
改
善
を
要
望

し
て
い
る
が
、
ク
ミ
カ
ン
は
北
海
道
だ

け
の
機
能
で
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
は
農
中

の
シ
ス
テ
ム
の
た
め
現
状
至
ら
な
い
が

要
望
は
続
け
て
い
く
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

◇

　頂
い
た
意
見
を
基
に
利
用
者
目
線
で

運
用
で
き
る
よ
う
様
々
な
場
面
で
改
善

の
要
望
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　今
回
の
地
区
懇
談
会
で
は
前
回
の
持

ち
帰
り
し
た
回
答
も
含
め
、
資
料
で
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
の

回
答
に
不
足
が
あ
れ
ば
質
問
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
昼
食
の
用
意
は
控

え
て
お
り
ま
し
た
。
総
代
会
で
は
皆
様

か
ら
遠
慮
な
く
ご
意
見
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
に
向

け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　法
律
上
、
携
行
缶
へ
の
給
油
は
ス

タ
ッ
フ
が
給
油
す
る
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
せ
た
な
給
油
所
と
大
中
山
給
油

所
は
以
前
ま
で
は
、
セ
ル
フ
給
油
し
か

な
か
っ
た
た
め
セ
ル
フ
価
格
で
の
販
売

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
修
工

事
で
、
ス
タ
ッ
フ
給
油
コ
ー
ナ
ー
が
増

設
さ
れ
た
た
め
そ
ち
ら
で
の
対
応
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　今
現
在
、
セ
ル
フ
給
油
し
か
な
い
給

油
所
も
携
行
缶
へ
の
給
油
に
つ
い
て
は

ス
タ
ッ
フ
が
給
油
し
た
場
合
の
価
格
へ

変
更
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願

い
ま
す
。

◇

　し
っ
か
り
と
地
区
事
情
を
聴
取
し
、

今
回
の
意
見
等
を
内
部
で
協
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇

　退
職
理
由
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
り

ま
す
が
、
要
因
の
一
つ
と
し
て
顧
客
対

応
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇

　人
員
確
保
の
対
策
と
し
て
、
正
職
員

中
途
採
用
の
実
施
と
、
定
年
延
長
制
度

の
導
入
を
現
在
検
討
中
で
す
。

◇

　職
員
の
や
り
が
い
を
テ
ー
マ
に
退
職

防
止
す
る
為
の
検
討
も
し
て
い
ま
す
が

結
果
に
繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
組
合
員

に
農
協
利
用
を
し
て
頂
け
る
の
は
職
員

と
の
信
頼
関
係
も
あ
る
の
で
、
し
っ
か

り
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　（要
望
）

 1
組
合
員
・
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
事

に
つ
い
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。

2
東
地
区
統
括
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

Ｒ
９
年
度
ま
で
計
画
通
り
進
む
の

か
。

3
新
規
就
農
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
に
期
待
さ

れ
る
の
は
、
経
営
面
を
ど
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
出
向

く
営
農
指
導
を
実
施
す
る
な
ら
ど
う

取
り
組
む
か
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ

な
い
と
い
け
な
い
。
ぜ
ひ
言
葉
通
り

の
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
広
域
担
当
職
員
は
地
区
担
当
を
持
た

せ
ず
他
地
区
に
も
情
報
提
供
が
で
き

る
状
態
に
し
て
ほ
し
い
。

2
個
体
価
格
が
低
迷
状
況
で
あ
り
今

後
、
進
展
等
は
あ
る
か
。

3
国
の
補
助
事
業
が
使
い
や
す
い
条
件

内
容
と
な
る
よ
う
要
望
し
て
ほ
し

い
。

4
７
月
に
ビ
タ
ミ
ン
飼
料
の
配
布
が

あ
っ
た
が
、
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し

い
。

5
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
更
新
（
冷
媒
ガ
ス

Ｒ
２２
）
に
つ
い
て
、
農
協
の
対
策
を

出
し
て
ほ
し
い
。

6
現
在
の
乳
価
は
適
正
だ
と
思
う
か
。

5
キ
ュ
ウ
リ
共
選
機
械
の
移
設
に
よ

り
、今
よ
り
手
狭
に
な
る
と
思
う
が
、

円
滑
に
効
率
が
良
い
改
修
整
備
対
応

を
Ｊ
Ａ
に
強
く
要
望
し
た
い
。

9
米
の
概
算
単
価
に
つ
い
て
商
系
業
者

が
先
に
２
万
円
以
上
の
買
取
単
価
を

出
し
農
協
は
後
出
し
で
概
算
単
価
が

商
系
業
者
に
負
け
て
い
る
。
ま
た
、

概
算
金
発
表
が
例
年
よ
り
遅
く
商
系

へ
流
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
早
い

段
階
で
組
合
員
へ
案
内
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

10
第
７
次
計
画
の
北
の
白
虎
Ｒ
Ｔ
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
協
議
さ
れ
た
内
容
や

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
ほ

し
い
。

ま
た
、
北
の
白
虎
Ｒ
Ｔ
施
設
も
老
朽

化
が
進
み
設
備
更
新
時
期
、
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
利
用
し
や
す
い
施

設
再
編
を
進
め
て
ほ
し
い
。

11
主
食
用
米
と
加
工
用
・
輸
出
米
の
概

算
払
い
単
価
差
が
大
き
い
が
、
今
後

に
向
け
た
対
応
等
は
な
い
か
。

12
Ｒ
５
年
産
の
も
ち
米
追
加
精
算
に
つ

い
て
時
期
・
金
額
等
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

7
当
初
、
令
和
７
年
に
新
ト
マ
ト
共
選

施
設
が
稼
働
す
る
予
定
で
し
た
が
結

果
的
に
令
和
９
年
へ
延
期
と
な
っ

た
。
延
期
し
た
期
間
内
の
機
械
修
繕

費
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
の
支
援
は
あ
る
の

か
。

7
和
牛
巡
回
は
毎
月
実
施
を
願
う
。

6
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
共
選
施
設
整
備

関
連
に
つ
い
て
、
理
事
会
等
で
の
取

り
進
め
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
キ
ュ
ウ
リ
共
選
施
設
の
移
設
場

所
が
狭
い
と
聞
い
た
が
ど
う
な
の

か
。

【
農
業
振
興
部
関
係
】

【
酪
農
畜
産
関
係
】

8
野
菜
受
入
時
間
を
１５
時
に
変
更
し
た

結
果
、
今
ま
で
よ
り
も
業
務
改
善
が

で
き
て
い
る
と
思
う
の
で
、
内
容
を

検
証
し
他
地
区
で
も
行
っ
た
方
が
良

い
と
思
う
。

7

組合員懇談会開催結果報告

◇

　6
年
産
加
工
用
米
は
系
統
を
通
じ
取

引
販
売
価
格
を
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
要

請
中
で
、
交
付
金
に
つ
い
て
も
各
会
議

体
等
を
通
じ
国
に
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　12
月
下
旬
に
追
加
精
算
（
主
食
米
・

加
工
米
）
を
検
討
中
で
す
。

◇

　課
内
の
業
務
分
掌
を
見
直
し
検
討
い

た
し
ま
す
。

◇

　ホ
ク
レ
ン
に
は
購
買
者
を
集
め
て
頂

く
よ
う
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　活
用
し
や
す
い
補
助
事
業
へ
の
見
直

し
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　酪
農
生
産
部
会
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　現
状
の
乳
価
は
適
正
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
交
渉
に
つ
い
て
要
請
し
て
お
り
ま

す
。

◇

　業
務
調
整
を
行
い
巡
回
を
徹
底
い
た

し
ま
す
。

◇

　後
継
者
の
育
成
等
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇

　地
区
役
員
、
各
生
産
組
織
、
組
合
員

の
理
解
を
得
る
た
め
関
係
会
議
を
開
催

す
る
な
ど
、
理
解
浸
透
に
向
け
よ
く
話

し
合
い
を
行
い
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇

　ご
指
摘
は
重
々
受
け
止
め
色
々
な
形

を
駆
使
し
な
が
ら
、
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

き
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　理
事
会
、
営
農
販
売
経
済
委
員
会
へ

随
時
報
告
し
取
り
進
め
確
認
を
し
て
お

り
、
建
物
は
北
斗
市
、
機
械
設
備
は
農

協
の
事
業
主
体
で
補
助
事
業
申
請
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
共
選
機
移

設
先
の
建
物
は
、
現
在
よ
り
も
狭
く
な

り
ま
す
が
、
内
部
を
フ
ル
活
用
（
中
2

階
構
造
）
し
荷
受
け
、
選
別
設
備
を
工

夫
し
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
計
画

で
す
。

◇

　補
助
事
業
の
申
請
か
ら
採
択
に
係
る

時
期
変
更
等
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
原

則
、
共
選
施
設
の
修
繕
費
は
利
用
す
る

生
産
者
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
9
年
6
月
稼
働
に
向
け
し
っ
か
り

と
取
り
進
め
ま
す
。

◇

　（意
見
）

◇

　全
道
ホ
ク
レ
ン
概
算
金
の
仕
組
み
が

数
回
協
議
さ
れ
、
6
年
度
は
J
A
内
部

決
定
に
も
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
J

A
と
し
て
は
最
大
限
概
算
払
い
単
価
を

設
定
し
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
商
系
を

上
回
る
最
終
精
算
払
い
が
で
き
る
よ
う

販
売
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　系
統
を
通
じ
て
設
計
を
進
め
て
お
り
、

施
設
設
備
増
強
の
概
算
見
積
14
億
円
、

低
温
倉
庫
新
設
14
億
円
前
後
と
な
り
、

国
の
補
助
事
業
の
活
用
が
必
須
で
す
。

設
備
増
強
補
助
残
は
利
用
料
で
償
還
す

る
計
画
で
今
後
は
再
編
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
説
明
・
検
討
を
慎
重
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　…
質
問
・
意
見

　◇
…
回
答

◇

　営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
4
つ

の
柱
に
な
っ
て
お
り
「
①
生
産
履
歴
シ

ス
テ
ム
」「
②
組
合
員
経
営
サ
ポ
ー
ト
」

「
③
営
農
情
報
サ
ー
ビ
ス
」「
④
ホ
ク
レ

ン
G
I
S
」
と
な
り
ま
す
。

　
　組
合
員
が
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
は

①
〜
③
と
な
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も

講
じ
て
お
り
ま
す
。
利
用
方
法
等
は
営

農
セ
ン
タ
ー
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇

　す
べ
て
の
機
能
を
無
料
で
使
用
で
き

ま
す
。

◇

　対
象
機
器
は
P
C
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
が
使
用
可
能
。
機
器
を
有
し
て
い

な
い
方
な
ど
は
紙
ベ
ー
ス
で
の
対
応
を

考
え
て
い
ま
す
。

◇

　取
り
ま
と
め
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
代
の
流
れ
も
あ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

が
進
む
と
考
え
ま
す
。

◇

　始
め
に
Ｊ
Ａ
へ
農
産
物
を
出
荷
し
て

い
る
方
を
優
先
に
考
え
て
お
り
、
シ
ス

テ
ム
完
成
形
ま
で
数
年
を
要
す
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
水
稲
か
ら
整

備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　現
状
シ
ス
テ
ム
の
閲
覧
可
能
内
容
に

加
え
て
、
精
算
書
等
の
閲
覧
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

◇

　組
合
員
デ
ー
タ
照
会
と
は
別
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
り
、
ク
ミ
カ
ン
報
告
票
等

を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
取
組
み
に
な

り
ま
す
。

◇

　過
去
2
年
間
さ
か
の
ぼ
る
事
が
で
き

ま
す
。
J
A
が
登
録
す
る
こ
と
で
営
農

計
画
書
も
閲
覧
可
能
で
す
。

◇

　畜
産
関
係
は
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
難

し
い
部
分
が
多
い
で
す
が
、
酪
農
畜
産

の
取
扱
い
も
多
い
事
か
ら
出
来
る
限
り

組
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　当
農
協
の
配
当
１
％
は
全
道
の
農
協

の
中
で
も
高
い
方
で
、
現
在
は
出
資
配

当
が
無
い
、
率
を
下
げ
て
い
る
等
の
農

協
も
あ
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　構
想
は
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
決

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◇

　施
設
使
用
料
（
仮
称
）
と
し
て
共
選

料
を
財
源
に
支
払
い
す
る
仕
組
み
で
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
は
北
斗
市

だ
け
で
な
く
今
後
、
出
荷
地
区
の
自
治

体
へ
助
成
要
請
を
し
な
が
ら
生
産
者
負

担
の
軽
減
努
力
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　地
区
、
組
合
員
個
々
の
経
営
を
考
え

販
売
し
て
ま
い
り
ま
す
。
期
待
に
添
え

る
よ
う
人
員
配
置
等
対
策
を
考
え
て
い

◇

　肥
料
価
格
動
向
は
、
為
替
相
場
等
が

大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
急
騰
は
な
い

も
の
の
若
干
の
値
上
げ
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

◇

　現
行
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
様
式
に

す
る
か
は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

◇

　ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
営

農
コ
ー
ド
の
割
付
が
で
き
な
い
状
態
で

す
。
信
連
の
各
会
議
体
で
改
善
を
要
望

し
て
い
る
が
、
ク
ミ
カ
ン
は
北
海
道
だ

け
の
機
能
で
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
は
農
中

の
シ
ス
テ
ム
の
た
め
現
状
至
ら
な
い
が

要
望
は
続
け
て
い
く
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

◇

　頂
い
た
意
見
を
基
に
利
用
者
目
線
で

運
用
で
き
る
よ
う
様
々
な
場
面
で
改
善

の
要
望
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　今
回
の
地
区
懇
談
会
で
は
前
回
の
持

ち
帰
り
し
た
回
答
も
含
め
、
資
料
で
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
の

回
答
に
不
足
が
あ
れ
ば
質
問
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
昼
食
の
用
意
は
控

え
て
お
り
ま
し
た
。
総
代
会
で
は
皆
様

か
ら
遠
慮
な
く
ご
意
見
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
に
向

け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　法
律
上
、
携
行
缶
へ
の
給
油
は
ス

タ
ッ
フ
が
給
油
す
る
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
せ
た
な
給
油
所
と
大
中
山
給
油

所
は
以
前
ま
で
は
、
セ
ル
フ
給
油
し
か

な
か
っ
た
た
め
セ
ル
フ
価
格
で
の
販
売

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
修
工

事
で
、
ス
タ
ッ
フ
給
油
コ
ー
ナ
ー
が
増

設
さ
れ
た
た
め
そ
ち
ら
で
の
対
応
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　今
現
在
、
セ
ル
フ
給
油
し
か
な
い
給

油
所
も
携
行
缶
へ
の
給
油
に
つ
い
て
は

ス
タ
ッ
フ
が
給
油
し
た
場
合
の
価
格
へ

変
更
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願

い
ま
す
。

◇

　し
っ
か
り
と
地
区
事
情
を
聴
取
し
、

今
回
の
意
見
等
を
内
部
で
協
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇

　退
職
理
由
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
り

ま
す
が
、
要
因
の
一
つ
と
し
て
顧
客
対

応
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇

　人
員
確
保
の
対
策
と
し
て
、
正
職
員

中
途
採
用
の
実
施
と
、
定
年
延
長
制
度

の
導
入
を
現
在
検
討
中
で
す
。

◇

　職
員
の
や
り
が
い
を
テ
ー
マ
に
退
職

防
止
す
る
為
の
検
討
も
し
て
い
ま
す
が

結
果
に
繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
組
合
員

に
農
協
利
用
を
し
て
頂
け
る
の
は
職
員

と
の
信
頼
関
係
も
あ
る
の
で
、
し
っ
か

り
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　（要
望
）
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◆出席状況 ： 対象者数１，９３０人、出席者数１４７人、出席率７．６％
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1
利
用
方
法
等
を
含
め
詳
し
く
教
え
て

ほ
し
い
。 

1
出
資
配
当
に
つ
い
て
１
％
は
低
い
の

で
は
な
い
か
。

1
共
選
施
設
設
備
（
種
芋
）
が
老
朽
化

し
て
い
る
。
大
豆
選
別
の
原
料
出
荷

し
や
す
い
設
備
の
増
強
等
、
農
協
で

早
期
に
施
設
整
備
対
応
し
て
ほ
し

い
。

6
閲
覧
内
容
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

と
考
え
て
い
い
の
か
。 

2
七
飯
町
広
域
野
菜
施
設
（
予
冷
庫
）

に
関
連
し
隣
接
す
る
土
地
等
に
広
域

的
な
資
材
店
舗
等
も
建
て
る
予
定
は

あ
る
の
か
。

3
再
編
予
定
の
広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設

は
北
斗
市
へ
支
払
う
負
担
金
等
は
あ

る
の
か
。

7
営
農
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ
ま
で

の
組
合
員
デ
ー
タ
照
会
と
は
違
う
も

の
な
の
か
。

8
組
合
員
デ
ー
タ
照
会
で
過
去
の
ク
ミ

カ
ン
デ
ー
タ
を
数
年
分
さ
か
の
ぼ
れ

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
組
合
員

デ
ー
タ
照
会
で
営
農
計
画
を
紐
づ
け

で
き
な
い
か
。

9
畜
産
関
係
も
活
用
出
来
る
様
に
し
て

ほ
し
い
。

2
機
能
１
〜
４
ま
で
あ
る
が
、
料
金
設

定
は
別
々
な
の
か
。

3
対
象
機
器
は
ど
れ
な
の
か
、
機
器
を

有
し
て
い
な
い
方
な
ど
使
用
が
困
難

な
方
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

【
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
関
係
】

【
生
産
販
売
部
関
係
】

【
出
資
造
成
関
係
】

5
全
組
合
員
を
対
象
と
す
る
の
か
。

4
育
て
た
販
売
担
当
職
員
が
離
職
、
今

後
販
売
担
当
に
不
安
を
感
じ
る
。
ま

た
、
職
員
が
農
家
巡
回
が
少
な
く
、

全
国
市
場
を
相
手
に
販
売
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
に
不
安
、
農
家
所

得
を
確
保
、
維
持
で
き
る
販
売
業
務

が
可
能
な
の
か
。

4
肥
料
等
の
取
り
ま
と
め
を
電
子
化
出

来
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
入
っ
て
い

る
の
か
。

6

組合員懇談会開催結果報告



上段左から、大原亜由さん、長田元子さん、竹内厚子さん、吉田笑子さん、
多田里佐さん、東間愛さん、平川恵美さん
下段左から、古守次子さん、大口幸子さん、平野よし子さん、吉田久美子さん

お
は
ぎ

せ
た
な
町
産
小
豆
を
使
っ
た

小
豆

～地産地消～

母ちゃんの

stagram飯
め し

北檜山地区女性部

今回料理を紹介していただくのは…

北檜山地区女性部

作り方

① もち米４００ｇと小豆６００ｇはそれぞれ水に浸しておく。
　 ※小豆はあくを抜く為に１０分程。
② ①で浸したもち米の水を切り、炊飯器に入れ水を加え３０分炊く。
　 ※もち米メモリまで水を入れ、柔らかめに炊く。

③ ①の小豆の水を切り鍋に入れ、小豆の２倍ほどの量の水を加え、中火で１０分煮込む。
④ その後、白砂糖２００ｇを加え、弱火にしてさらに５分煮る。
⑤ 小豆が煮えたらざるに入れ、小豆を軽くこす。
⑥ こした小豆に塩適量入れ、鍋に入れたザラメ５００ｇの中に投入し、５分～１０分混ぜ合 
わせる。

⑦ 炊きあがったもち米を軽く潰す。
⑧ 手に水を付け、もち米を手のひらに広げ、中央に⑦を乗せてもち米で包む。
⑨ 全体を⑥の小豆で整えて完成。

「小豆は指でつぶせるくらい柔らかい
と良いです！」

「ザラメの中にはこした小豆を少しず
つ投入します。」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
地
区
女
性
部
員
の
方
に
、
そ
の
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
用
い
た
料
理
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Meshistagram

485likes

# きな粉で味変
#炊き立てもち米
#中にもあんこがたっぷり
#おもちもちもち

【
栄
養
素
】
カ
リ
ウ
ム

【
効
果
】
細
胞
中
の
水
分
量
や
p
H
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
、
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
、

塩
分
の
摂
り
す
ぎ
を
防
ぎ
む
く
み
の
予
防
・
解
消
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
美
容
に
も
効
果
的

で
す
。

材料（4人分）
小豆 …………………………………………………………… ６００ｇ
もち米…………………………………………………………… ４００ｇ
白砂糖 ………………………………………………………… ２００ｇ
ザラメ…………………………………………………………… ５００ｇ
塩 …………………………………………………………………適量

9

◇

　6
年
産
加
工
用
米
は
系
統
を
通
じ
取

引
販
売
価
格
を
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
要

請
中
で
、
交
付
金
に
つ
い
て
も
各
会
議

体
等
を
通
じ
国
に
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　12
月
下
旬
に
追
加
精
算
（
主
食
米
・

加
工
米
）
を
検
討
中
で
す
。

◇

　課
内
の
業
務
分
掌
を
見
直
し
検
討
い

た
し
ま
す
。

◇

　ホ
ク
レ
ン
に
は
購
買
者
を
集
め
て
頂

く
よ
う
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　活
用
し
や
す
い
補
助
事
業
へ
の
見
直

し
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　酪
農
生
産
部
会
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　現
状
の
乳
価
は
適
正
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
交
渉
に
つ
い
て
要
請
し
て
お
り
ま

す
。

◇

　業
務
調
整
を
行
い
巡
回
を
徹
底
い
た

し
ま
す
。

◇

　後
継
者
の
育
成
等
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇

　地
区
役
員
、
各
生
産
組
織
、
組
合
員

の
理
解
を
得
る
た
め
関
係
会
議
を
開
催

す
る
な
ど
、
理
解
浸
透
に
向
け
よ
く
話

し
合
い
を
行
い
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇

　ご
指
摘
は
重
々
受
け
止
め
色
々
な
形

を
駆
使
し
な
が
ら
、
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

き
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　理
事
会
、
営
農
販
売
経
済
委
員
会
へ

随
時
報
告
し
取
り
進
め
確
認
を
し
て
お

り
、
建
物
は
北
斗
市
、
機
械
設
備
は
農

協
の
事
業
主
体
で
補
助
事
業
申
請
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
共
選
機
移

設
先
の
建
物
は
、
現
在
よ
り
も
狭
く
な

り
ま
す
が
、
内
部
を
フ
ル
活
用
（
中
2

階
構
造
）
し
荷
受
け
、
選
別
設
備
を
工

夫
し
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
計
画

で
す
。

◇

　補
助
事
業
の
申
請
か
ら
採
択
に
係
る

時
期
変
更
等
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
原

則
、
共
選
施
設
の
修
繕
費
は
利
用
す
る

生
産
者
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
9
年
6
月
稼
働
に
向
け
し
っ
か
り

と
取
り
進
め
ま
す
。

◇

　（意
見
）

◇

　全
道
ホ
ク
レ
ン
概
算
金
の
仕
組
み
が

数
回
協
議
さ
れ
、
6
年
度
は
J
A
内
部

決
定
に
も
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
J

A
と
し
て
は
最
大
限
概
算
払
い
単
価
を

設
定
し
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
商
系
を

上
回
る
最
終
精
算
払
い
が
で
き
る
よ
う

販
売
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　系
統
を
通
じ
て
設
計
を
進
め
て
お
り
、

施
設
設
備
増
強
の
概
算
見
積
14
億
円
、

低
温
倉
庫
新
設
14
億
円
前
後
と
な
り
、

国
の
補
助
事
業
の
活
用
が
必
須
で
す
。

設
備
増
強
補
助
残
は
利
用
料
で
償
還
す

る
計
画
で
今
後
は
再
編
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
説
明
・
検
討
を
慎
重
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　…
質
問
・
意
見

　◇
…
回
答

◇

　営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
4
つ

の
柱
に
な
っ
て
お
り
「
①
生
産
履
歴
シ

ス
テ
ム
」「
②
組
合
員
経
営
サ
ポ
ー
ト
」

「
③
営
農
情
報
サ
ー
ビ
ス
」「
④
ホ
ク
レ

ン
G
I
S
」
と
な
り
ま
す
。

　
　組
合
員
が
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
は

①
〜
③
と
な
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も

講
じ
て
お
り
ま
す
。
利
用
方
法
等
は
営

農
セ
ン
タ
ー
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇

　す
べ
て
の
機
能
を
無
料
で
使
用
で
き

ま
す
。

◇

　対
象
機
器
は
P
C
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
が
使
用
可
能
。
機
器
を
有
し
て
い

な
い
方
な
ど
は
紙
ベ
ー
ス
で
の
対
応
を

考
え
て
い
ま
す
。

◇

　取
り
ま
と
め
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
代
の
流
れ
も
あ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

が
進
む
と
考
え
ま
す
。

◇

　始
め
に
Ｊ
Ａ
へ
農
産
物
を
出
荷
し
て

い
る
方
を
優
先
に
考
え
て
お
り
、
シ
ス

テ
ム
完
成
形
ま
で
数
年
を
要
す
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
水
稲
か
ら
整

備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　現
状
シ
ス
テ
ム
の
閲
覧
可
能
内
容
に

加
え
て
、
精
算
書
等
の
閲
覧
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

◇

　組
合
員
デ
ー
タ
照
会
と
は
別
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
り
、
ク
ミ
カ
ン
報
告
票
等

を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
取
組
み
に
な

り
ま
す
。

◇

　過
去
2
年
間
さ
か
の
ぼ
る
事
が
で
き

ま
す
。
J
A
が
登
録
す
る
こ
と
で
営
農

計
画
書
も
閲
覧
可
能
で
す
。

◇

　畜
産
関
係
は
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
難

し
い
部
分
が
多
い
で
す
が
、
酪
農
畜
産

の
取
扱
い
も
多
い
事
か
ら
出
来
る
限
り

組
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　当
農
協
の
配
当
１
％
は
全
道
の
農
協

の
中
で
も
高
い
方
で
、
現
在
は
出
資
配

当
が
無
い
、
率
を
下
げ
て
い
る
等
の
農

協
も
あ
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　構
想
は
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
決

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◇

　施
設
使
用
料
（
仮
称
）
と
し
て
共
選

料
を
財
源
に
支
払
い
す
る
仕
組
み
で
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
は
北
斗
市

だ
け
で
な
く
今
後
、
出
荷
地
区
の
自
治

体
へ
助
成
要
請
を
し
な
が
ら
生
産
者
負

担
の
軽
減
努
力
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　地
区
、
組
合
員
個
々
の
経
営
を
考
え

販
売
し
て
ま
い
り
ま
す
。
期
待
に
添
え

る
よ
う
人
員
配
置
等
対
策
を
考
え
て
い

◇

　肥
料
価
格
動
向
は
、
為
替
相
場
等
が

大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
急
騰
は
な
い

も
の
の
若
干
の
値
上
げ
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

◇

　現
行
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
様
式
に

す
る
か
は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

◇

　ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
営

農
コ
ー
ド
の
割
付
が
で
き
な
い
状
態
で

す
。
信
連
の
各
会
議
体
で
改
善
を
要
望

し
て
い
る
が
、
ク
ミ
カ
ン
は
北
海
道
だ

け
の
機
能
で
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
は
農
中

の
シ
ス
テ
ム
の
た
め
現
状
至
ら
な
い
が

要
望
は
続
け
て
い
く
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

◇

　頂
い
た
意
見
を
基
に
利
用
者
目
線
で

運
用
で
き
る
よ
う
様
々
な
場
面
で
改
善

の
要
望
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　今
回
の
地
区
懇
談
会
で
は
前
回
の
持

ち
帰
り
し
た
回
答
も
含
め
、
資
料
で
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
の

回
答
に
不
足
が
あ
れ
ば
質
問
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
昼
食
の
用
意
は
控

え
て
お
り
ま
し
た
。
総
代
会
で
は
皆
様

か
ら
遠
慮
な
く
ご
意
見
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
に
向

け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　法
律
上
、
携
行
缶
へ
の
給
油
は
ス

タ
ッ
フ
が
給
油
す
る
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
せ
た
な
給
油
所
と
大
中
山
給
油

所
は
以
前
ま
で
は
、
セ
ル
フ
給
油
し
か

な
か
っ
た
た
め
セ
ル
フ
価
格
で
の
販
売

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
修
工

事
で
、
ス
タ
ッ
フ
給
油
コ
ー
ナ
ー
が
増

設
さ
れ
た
た
め
そ
ち
ら
で
の
対
応
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　今
現
在
、
セ
ル
フ
給
油
し
か
な
い
給

油
所
も
携
行
缶
へ
の
給
油
に
つ
い
て
は

ス
タ
ッ
フ
が
給
油
し
た
場
合
の
価
格
へ

変
更
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願

い
ま
す
。

◇

　し
っ
か
り
と
地
区
事
情
を
聴
取
し
、

今
回
の
意
見
等
を
内
部
で
協
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇

　退
職
理
由
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
り

ま
す
が
、
要
因
の
一
つ
と
し
て
顧
客
対

応
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇

　人
員
確
保
の
対
策
と
し
て
、
正
職
員

中
途
採
用
の
実
施
と
、
定
年
延
長
制
度

の
導
入
を
現
在
検
討
中
で
す
。

◇

　職
員
の
や
り
が
い
を
テ
ー
マ
に
退
職

防
止
す
る
為
の
検
討
も
し
て
い
ま
す
が

結
果
に
繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
組
合
員

に
農
協
利
用
を
し
て
頂
け
る
の
は
職
員

と
の
信
頼
関
係
も
あ
る
の
で
、
し
っ
か

り
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　（要
望
）

 

1
将
来
的
に
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

他
の
取
引
先
に
ク
ミ
カ
ン
の
お
金
を

振
り
込
む
機
能
が
あ
る
と
良
い
。
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。

1
組
合
員
懇
談
会
の
出
席
人
数
が
非
常

に
少
な
い
の
で
対
策
を
講
じ
て
ほ
し

い
。

2
前
回
の
地
区
懇
談
会
で
そ
の
場
で
回

答
さ
れ
な
か
っ
た
内
容
を
再
度
質
問

し
た
。
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た
こ
と

は
冒
頭
に
説
明
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

2
信
用
の
シ
ス
テ
ム
が
使
い
づ
ら
い
。

便
利
に
な
る
は
ず
が
な
っ
て
い
な
い

の
で
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

4
肥
料
等
資
材
高
騰
に
係
る
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

3
総
代
会
に
出
た
が
、
午
後
ま
で
長
引

き
、
質
問
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

聞
き
に
く
い
。
長
引
く
の
が
想
定
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
昼
食
を
と
っ
て
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

1
せ
た
な
給
油
所
と
大
中
山
給
油
所
は

携
行
缶
で
ガ
ソ
リ
ン
を
買
い
に
行
く

と
、
セ
ル
フ
の
時
よ
り
２
円
高
に

な
っ
て
い
る
。

1
職
員
が
や
め
る
と
い
う
事
は
、
農
業

者
の
営
農
に
も
甚
大
な
影
響
を
与

え
、
生
産
組
合
の
活
動
・
事
業
運
営

も
厳
し
く
な
る
の
で
人
員
配
置
を
考

え
て
ほ
し
い
。

2

 

退
職
者
の
退
職
理
由
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

退
職
理
由
は
環
境
だ
け
で
な
く
組
合

員
と
の
理
由
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

3
今
後
の
職
員
不
足
対
応
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

4
職
員
環
境
改
善
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
退
職
者
が
多
く
、
農
産

物
が
商
系
へ
流
れ
る
組
合
員
も
多
く

な
っ
た
。
１
〜
２
年
目
の
経
験
が
少

な
い
職
員
に
不
安
を
感
じ
る
。
来
年

の
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

5
良
い
会
社
は
役
員
と
社
員
と
の
距
離

が
近
く
、
福
利
厚
生
も
含
め
て
大
事

に
し
て
お
り
、
常
勤
役
員
は
事
前
に

職
員
の
声
を
聞
き
寄
り
添
っ
て
ほ
し

い
。

5
ハ
ウ
ス
被
覆
資
材
取
り
ま
と
め
に
、

価
格
の
記
載
が
な
く
、
営
農
計
画
策

定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
現
行

価
格
で
も
記
載
し
た
様
式
に
し
て
ほ

し
い
。

【
信
用
共
済
部
関
係
】

【
総
務
部
関
係
】

【
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
関
係
】

【
共
通
事
項
関
係
】

6
J
A
業
務
等
の
改
善
等
に
あ
た
り
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。
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2 月 1日付で採用された職員をご紹介します

平
向

　慶

総
務
部
付

髙
橋

　邦
夫

総
務
部
付

釣
谷

　伊
知
郎

総
務
部
付

JA新はこだて

従業員の名札（ネームプレート）の
取扱いについて

　令和6年9月25日に制定しましたカスタマーハラスメントに対する基本方針の一環として、従業員の
名札（ネームプレート）の取扱いについて、7地区の運営委員会でのご意見も参考にしながら、令和
7年4月1日より、下記のとおり対応させて頂きますので、お知らせいたします。

※その他場面での着用判断は所属長が行います。
※上記以外の部署の従業員は、名前を明示せずに業務を行いますが、必要に応じて自己紹介や名札を着
　用させて頂きます。
　何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

部署

内部監査室

信用共済部

全　部　署
全　部　署

職員
LA（共済外務員）
ローン営業センター
他部署等の異動者用
新採用職員

名刺で対応
名刺で対応
名刺で対応
（A）または（B）で対応 ※１年間
（B）で対応 ※１年間

該当職員 従来のネームホルダー内

（A）対応名札イメージ （B）対応名札イメージ

◇◇営農センター

◯◯◯◯

JA新はこだて
◇◇営農センター

◯◯◯◯
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Information

WORK PLUS+
当ＪＡ職員について、趣味や好きなことを交えてご紹介します。

知内営農センター　生産施設課
お　がわ　　　かず　や

小川　和哉 職員（26歳）
Ｑ．業務において心掛けていることはなんですか？
Ａ．安全第一に、素早く業務を行えるように心がけています。
　　また、組合員さんと話すときは笑顔で明るく対応しています。
Ｑ．仕事においてやりがいを感じるときはどんな時ですか？
Ａ．業務がスムーズに進んだ時や組合員さんに「ありがとう」と
　　言われたときにやりがいを感じます。

■北斗市出身
■令和3年4月に入組
■趣味は楽器を演奏すること
■主な業務／雑穀類の販売、農産物の入出庫

P R O F I L E

◇日時：令和7年4月15日（火）
　　　　午前10時～

◇場所：北斗市総合文化センター
　　　　「かなでーる」大ホール

◇議案：令和６年度事業報告　他

　総代の役割とは…

第２３回通常総代会を下記日程により開催いたします。

総代皆様のご出席を賜りますようよろしくお願いいたします。

第23回通常総代会開催のご案内

　ＪＡの運営は組合員全員の総意に基づいて行われなければなりま
せん。そのためにＪＡとしての統一した意思を決定する場が「総代会」
です。
　各地域より選出された「総代」は、総代会においてＪＡの運営方針な
どについて議論を行い、議決権を行使します。正組合員の中から選
出された総代は、いわば日本における国会議員のような存在。組合
員の代表としてＪＡの将来を決定する大切な役割を担っています。

かなでーる

総代は組合員のみなさんの代表です。総代会
においてＪＡの運営方針などを決定します

「演奏会に出演した時の写真です。今年もたく
さんの演奏会に出演したいと思っています！
お時間ある方は是非お越しください！」

Information
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低燃費と経済性に優れた
スタンダードタイヤ

※ご購入いただいた商品の返品・交換、お預かりは、お引き受けできませんのでご了承願います。

対象メーカー1 ブリヂストン・ヨコハマ・ダンロップ

対　象　商　品2 自動車用夏タイヤ・スタッドレスタイヤ

納　品　時　期3 各給油所・整備工場までお問合せ下さい

安全性能と快適性能を両立した
コンフォートタイヤ

低燃費、安全性、ライフを
バランスさせたタイヤ

当社だけのお客様還元企画!! タイヤご購入のお客様限定で
お買い上げ金額２００円（税込）につき１ポイント

ホクレンSSポイントを進呈いたします！
※200円（税込）につき1ポイント（20,000円（税込）で100ポイント）付与となりますので予めご了承願います。※ホイール・作業工賃は対象外となります。※一部給油所
において、タイヤ交換を予約制とさせていただいております。販売したタイヤの交換に時間を要する場合がございますので、予めご了承ください。※タイヤのご購入の際は
予めご予約いただくか引渡しの日程について給油所および整備工場とご相談いただきますようお願い致します。※令和7年３月末までの限定販売となります。

2025年 株式会社 新はこだて協同緊急!!
2025年４月1日（火）より

タイヤ予約受付中!!

平均６％
値上げ!

3月30日まで 特価販売
致します。

今がチャンス
!!

ダンロップタイヤが
値上がりします!

13
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クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の
　　種類からお好きな商品を　　袋お送りします。
希望のプレゼントをご記入ください。

農協ラーメン
（1袋2食入り）

あっさぶの豆
（１袋100g入り）

応募締め切り 3月17日（月）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

こたえ
ご希望のプレゼント

※右記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

プレゼント

　　 E-mailアドレス  marin.221102@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて本店 農業振興部 営農企画課
FAX：0138-77-5563

〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

あて先

2 3
1

農協ラーメン ・あっさぶの豆

みんなのまるめ郎広場

今月の数独やりがいがありました。
大阪府 たろやんさん

コメ安くしてください！！
乙部町 おうし座ですさん

カニメシ食べたーい！！
乙部町 ドンキーコングさん

広報誌を楽しく拝読しました。
京都府 サラダさん

節分といえば豆だったのにいつの間にか恵
方巻、恵方ロールと時代は変わりました
ね。

愛知県 あふがんさん

最近美味しいパフェが食べたくて、道南地
区でイチオシの店を探しています。誰かお
すすめのお店教えて～！

せたな町 マスオさん

大阪府　たろやん　さん
クイズ当選者

今月号の当選者 今月は 6件の応募があり、厳正な抽選の
結果、次の1名の方が当選となりました。

Q. A.

ルール
空いているマスに、1から9までの数
字のどれかを入れます。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太線
で囲まれた3×3のブロック（それぞ
れ9マスあるブロックが9つ）のいず
れにも1から9までの数字が1つず
つ入ります。

（2）

➡

例

数独®ニコリ

二重枠に入った
数字の合計は？

Q.

読者の声 たくさんのご応募、
ありがとうございます。

全部埋めなくても
答えはでるよ！

まずは「３×３のブロック」で
数字を順に考えてみよう！

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。
※コメントのないもの、ペンネームに不適切な表現があるものについては
　無効とさせていただきます。

12
前回の答え
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Information

第
1
回
理
事
会（
定
例
）

●
日
時
／
令
和
7
年
２
月
25
日（
火
）10
時
30
分
〜

　●
場
所
／
道
南
農
業
会
館

理
事
会
開
催
報
告

（
１
）
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

　
　
　①
第
４
回
営
農
販
売
・
経
済
委
員
会

　
　
　②
第
４
回
企
画
管
理
・
信
用
共
済
委
員
会

　
　
　③
第
１
回
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会

　
　
　④
第
１
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

（
２
）
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

（
３
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

（
４
）
令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
状
況
に
つ
い
て

　

（
５
）
第
４
四
半
期
資
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

（
６
）
遊
休
資
産
の
処
分
状
況
（
令
和
６
年
度
末
現
在
）
に
つ
い
て

（
７
）
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
か
か
る
指
針
」
の
変
更
に
つ
い
て

（
８
）
利
益
相
反
取
引
に
係
る
包
括
承
認
貸
付
の
実
行
報
告
に
つ
い
て

（
９
）
金
融
機
関
へ
の
貸
付
実
行
に
つ
い
て

（
１０
）
令
和
６
年
度
ク
ミ
カ
ン
精
算
状
況
に
つ
い
て

（
１１
）
広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
整
備
再
編
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

報
告
事
項

第
１
号

　令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て  

第
２
号

　コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

第
３
号

　人
事
関
連
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号

　職
員
へ
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

第
５
号

　令
和
６
年
度
決
算
に
つ
い
て

第
６
号

　令
和
６
年
度
剰
余
金
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

第
７
号

　役
員
定
数
等
検
討
委
員
会
の
設
置
と
取
り
進
め
に
つ
い
て

第
８
号

　財
務
管
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
９
号

　信
用
事
業
方
法
書
（
金
融
機
関
の
業
務
代
理
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て      

第
１０
号

　理
事
者
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

第
１１
号

　理
事
者
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
１２
号

　金
融
機
関
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
１３
号

　広
域
共
選
施
設
（
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
）
に
係
る
固
定
資
産
「
施
設
再
編
開
発
行
為
」
取
得
の
取
り

　
　
　
　進
め
に
つ
い
て

第
１４
号

　広
域
共
選
施
設
（
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
）
に
係
る
固
定
資
産
「
キ
ュ
ウ
リ
共
選
内
部
改
修
工
事
・

　
　
　
　キ
ュ
ウ
リ
共
選
屋
外
上
屋
新
設
改
修
工
事
」
取
得
の
取
り
進
め
に
つ
い
て

第
１５
号

　広
域
共
選
施
設
（
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
）
に
係
る
建
設
委
員
会
の
設
置
及
び
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
１６
号

　『
厚
沢
部
種
子
馬
鈴
薯
用
コ
ン
テ
ナ
』
の
リ
ー
ス
取
得
に
係
る
取
り
進
め
並
び
に
指
名
競
争
入
札
に

　
　
　
　係
る
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

第
１７
号

　『
函
館
馬
鈴
薯
用
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
』
の
リ
ー
ス
取
得
に
係
る
取
り
進
め
に
つ
い
て

第
１８
号

　『
せ
た
な
馬
鈴
薯
用
コ
ン
テ
ナ
』
の
リ
ー
ス
取
得
に
係
る
計
画
額
の
変
更
と
取
り
進
め
に
つ
い
て

第
１９
号

　令
和
７
年
度
事
業
計
画
〈
収
支
〉
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
　
　案

お問い合わせ・ご注文は

各営農センター生産資材店舗まで

お願いします。生産コスト低減に

向けしっかりサポート致します！

せいさんしざい通信（2025年3月号） 水田畦畔の害虫・雑草対策に！！

　水田畦畔の雑草は、斑点米
の原因となるカメムシ類など
の生息源となります。雑草を
管理して害虫の被害を抑えま
しょう。

　水田畦畔の省力的かつ持続
的な雑草管理が可能になりま
すので、「ザクサ液剤」＋
「カーメックス顆粒水和剤」
の【名コンビ】をお勧めいた
します。

スズメノカタビラ イヌビエ オヒシバ
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JA新はこだて
ホームページ

№271
3月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　北
斗
地
区

　吉
田

　卓
志
 さん

3
‐TO

PICS

4
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

6
‐
組
合
員
懇
談
会
開
催
結
果
報
告

9
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

10
‐
ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

　
　第
23
回
通
常
総
代
会
開
催
の
ご
案
内

11
‐Inform

ation

　
　従
業
員
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

15
‐
み
ん
な
の
ま
る
め
郎
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

第
2
7
1
号

電
話
／
0138-77-5557　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5563

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
本
店
 農
業
振
興
部
 営
農
企
画
課
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

令
和
7年
3月
10日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号

まるめ郎アルバム
マルメロード第140章

Ｄａｙ：2025.2.7

天気予報では－１０℃の数字を見た

ことがありますが実際に目撃してしま

しました…！いざ温度計が－１０℃と

なると凍えちゃいます…北海道の地

はまだまだ寒いので冷凍みかんなら

ぬ冷凍まるめ郎にならないよう暖か

く過ごしていきます　？！

編集後記

　去年欠品していた電気マフラーが今年は既にセールとして
販売されていました。北海道はまだまだ寒い冬　　なので即購
入しました。外出時のひざ掛けとしても使えるので電気マフラー
おすすめです  （茉）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材料（4人分） 作り方

今月号の表紙について

撮
影
場
所

品
　
　
目

北
斗
地
区
に
て
撮
影

い
ち
ご

やわらかなキャベツと
ミルクが好相性

春キャベツとツナのクリーム
パスタ

スパゲティ ……………………… 350g
キャベツ …………………………… 5枚
ツナ（缶詰）…………… 大 1個（160g）
A
　薄力粉 …………………… 大さじ2
　粉チーズ…………………… 大さじ4
　マスタード ………………… 大さじ2
　顆粒スープの素（洋風）　 小さじ2/3
牛乳 …………………………… 400ml
細ねぎ（小口切り）…………………少量
塩・こしょう…………………………適宜

おいしい
ミルクレシピ

牛乳をもっと食卓に

1

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

鍋に湯約2ℓをわかして塩大さじ1・1/2を入れ、スパゲティをゆで始め
る。キャベツはざく切りにする。

2 Aをボウルに入れて混ぜ、牛乳を少しずつ加えて溶きのばす。

3
スパゲティがゆで上がる2分30秒前にキャベツを入れて一緒にゆで
る。ゆで汁を少し取りおき、ざるにあげる。

4
②とツナ、③を鍋に戻し入れて混ぜる。ゆで汁を加えながら混ぜ、塩で
味をととのえる。器に盛って細ねぎを散らし、好みでこしょうをふる。


